
設計チーム体制とその特徴

  
本業務におけるミッション

品質管理・コスト管理方法について
業務品質管理

適切なランニングコストの実現

予算と品質に応じたイニシャルコスト管理

全体スケジュール・設計の取組方針について

学校、行政、町民の意見集約、合意形成／優先すべき設計条件の引き出し方と、構築するための手法／重要なマイルストーンを記した業務工程を提案すること

容易な保守メンテナンスの実現
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設計を進めるうえで重要と考える価値観

業務期間中、発注者と共に歩む「パートナー」としてのあり方

業務期間中、発注者と共に歩む「パートナー」としてのあり方

BIM データの活用BIM データの活用 VRによる空間体験VRによる空間体験 模型による情報共有模型による情報共有コスト管理データベースコスト管理データベース

真鶴ならではの『学び合い・育ち合いの場』を実現するための８つの提案真鶴ならではの『学び合い・育ち合いの場』を実現するための８つの提案

T小中一貫校T小中一貫校

T小学校＋交流館T小学校＋交流館

駅前施設での勉強会駅前施設での勉強会

省エネ技術の見える化例省エネ技術の見える化例

照度シミュレーション例照度シミュレーション例

E小中学校：メンテナンスデッキE小中学校：メンテナンスデッキ

【コスト削減手法】【コスト削減手法】

【設計を進めるうえで大切にしたい４つの価値観】【設計を進めるうえで大切にしたい４つの価値観】【設計を進めるうえで大切にしたい４つの価値観】

T小学校+交流館：勾配屋根T小学校+交流館：勾配屋根

※写真は全て弊社実績
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▲ 約35億円▲ 約35億円

ライフサイクルコスト削減効果 （ 百万円 / 65年 ） 

  児童生徒の学びと成長を促す環境づくり01

00

  学校と地域の日常的な交流を促す環境づくり02 03

04

真鶴町がめざす新しい学校施設の在り方/地域でつくり、支える学校づくりの在り方

平常時、及び非常時における学校施設の安全性

地球環境に配慮した学校施設づくりの在り方

『いえ』と『せとみち』のかけ合わせでつくる
  真鶴ならではの半島まるごと義務教育学校づくり　

設計値

基準値
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ZEB Oriented水準達成ZEB Oriented水準達成ZEB Oriented水準達成
BEI = 0.54BEI = 0.54BEI = 0.54

一次エネルギー消費量 （ MJ / m²・年 ）

▲ 約46%▲ 約46%

【半島まるごと学校のイメージ】

北東南西北 南

【東からみた「外のせとみち」のイメージ】

【南から見た鳥瞰イメージ】



◎
◎△

△

○

○

○

○

○

◎ ◎
◎

△

◎ ◎
◎
◎
◎

○

◎
◎

○

○

○

△
△
△

△

△ ◎

北側
配置

東側
配置

L型
ハイブリッド
配置

【1 階昇降口から学校図書館をみたイメージ】

新校舎・校庭・図書館等の配置の考え方

周辺環境・近隣への配慮事項

新校舎完成後の地域との連携について

  比較検討により導かれた最適案『L型ハイブリッド配置』01 02

03 04

  安全安心な動線計画と交流を生み出す外構計画の両立

  新しい世界へつながる 学校図書館×地域図書館『L型配置』を生かした機能的で明快なゾーニング
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   利用者の安全に最大限配慮した工事計画

 「半島まるごと学校」の実現を目指した「ラボ」を推進

  良好な関係を築く近隣への環境配慮
建設工事期間の安全管理、学校運営上への配慮事項



木造・木質化、地域産建材の利用について

9年間の義務教育学校の学習環境づくり

職員の働きやすい環境づくり

学校図書館・地域図書館の具体的な構成 インクルーシブな教育環境づくり

【木による冬季の乾燥防止効果(弊社実績の実測結果)】
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